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米国lζ於ける海藻利用と しては， 日本程盛大に広く利用されることは少

なく，僅かに褐藻類(主lζ Macrocystis，Laminm叩 ，Nereocystu， Ala7-ia等)

の Kelpを， アルギン酸製造工業lと使用する他余り知られていないようであ

る。然し筆者が先年シカゴ自然科学時物館を訪れたl時，可成り興味深い利用

に関する展示があったので，SCAGEL氏の報告等をも参考にして之を御紹介

する。左右二箇所の展示があったが，先ず左方から述べる。

I. 左方の展示lとは日本産白色の Agar-agarを展示している他，Gigar-

tzηα(ガラスの裏lと帖付， Carrageeninをつくる。)を真中に展示しているが，

乙の周囲には Enteromorpha(食用)， Codium(食用及び駆虫剤)，Cladophom 

(食用及びフィリピン等で稚魚を養うに使い，後日成体になった時は Entero-

m07アhaを使うという。)， Penicillus， Acetabulαnム Haluηeda，Laminaria 

(食用)， Herpos砂honiaの標本を出

している。猶米国では Gelidium

はカリフオニア lζて 10~50feet の

処より潜水夫によってとられ， 大

西洋岸にて GmcilaTiaは網又は

熊手lζよって漂流しているものを

採集する。

最下段lとは第 1区lの如き黒色

の化石藻類 FossilAlgae (Crypto-

zon巴)を展示し次の如き説明を つ

けている。

One of the oldest plant fossils， 
第1図 Fossilalgae 
(シカゴ自然科学博物館にて)

generally conceded to be an alga dating from the geological“Down of 

Life". Messers of living blue-green algae appear to have serv巴das a 
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matrix for the description of th巴 minera¥composing this fossil 

11. 右方の展示には第 2図

の如き種々のものが陳列されて

興味深かったが乙れを順次説明

する。

1. Long-jointed Laminaria 

とのみ説明しているが，質はNi
く黄褐色を呈する。 Laminaria

は Ke¥pからアJレギン酸をとる

他，Alcohol motor fuel (L. digi-

tata)， Carbohydrate sugars 

(Mannitol等)をとる出である。

猶 L.saccharina は 12~15%の

sugarを含有するという。

第2図 各種海保利用の展示
(各部の説明は文中にあり，シカゴ

自然科学博物館ICて)
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2. Ke¥p Float (Pelagoρhycusρorrα)である。 P のもつ大きな浮き袋を浮

きとして利用するものである。 P.は分布が限られ.e.近時減少しつつある

由であるが，筆者は LaJollaの海岸lζて，打ち揚げを幸い採集する ととが出

来た。

3. Nostocである。円い固形物になったもので，東洋で食用にされる。

4. Ke¥p Sodaである。 Fucusを腕いたもので，アイ ルランドlζて石鹸，

ガラスの製造lζ使われる。

5. Kombu (Laminaria longissima) Kyoto， Japanと説明している。 小さ

な和紙の袋iζ入れ，細くきざんだ所313育コンブにて，本邦!ζて食用として用

いられるもの。

6. Seaw巴edglue“Fu Nori， Pres. by T. 1TO"と説明している。 四角にす

いた日本のフノリである。

7. Edib¥e Seaweed (Rhodymenia).食用として用いられるのは衆知のとこ

ろであるが，先年アイルランドの国際藻類シンポジウムlζて， レセプション

の時 “つまみH として出されたのは忘れ得ぬ印象である。乙の海藻について

SCAGEL氏の “Marin巴 p¥antresources of British Co¥umbia" (1961) p. 26には

興味ある次の報告をしている。

Rhodymeniaρalmata common¥y known as dulse or dillsk， has been 
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widely used， especially in 1reland， Scotland， the Maritim.e Provinces of 

Canada， and New England. 1n m組 yparts of the world it is used as a 

food， a relish or medicine. It is eaten raw， fried， cooked with soups， 

chewed like gum; eaten with fish and butter， as relish with potatoes， or 

boiled with milk to which rye :fl.our has been added. According to some， 

chewing dulse is like eating peanuts: once started it is hard to stop. 

At the tim.e when famine was widespread in 1reland， dulse and po・

tatoes formed the staple foods for the people along the coasts. 1t is used 

in many p町tsof the United 、States. Some is gathered in New England， 

but most of it is im.por飽dfrom the Maritim.e Provinces to the market in 

the United States. Dulse is still gathered and used as a relish by the 

1ndians in the PacificNorthwest or cooked with other foods， including 

boiled fish. 1t is also used as a vegetable on the Atlantic Coast where it 

is called sea kale. 

There is a variety of uses of algae that can be recorded in connec-

tion with human activities. Rhodymenia palmata is used in Kamchatka 

to prepare a strong alcoholic drink. 

8. Seaweed fish line. Nereocystisの長い茎を魚釣り用の綱として利用

したものである。カナダ太平洋にてインディアンが鱈をとるとのととで

ある。

猶， Nereocystisは米国太平洋岸モンテレーペニンシュラ，モスピーチ，

グァンクーパ戸等の各地iζ鏡産し，或物は干潮線附近の岩lとまきっき，或物

はうず高く海岸につもり，文巨大な浮袋だけ出してぷかぷか浮ぷ様は壮観で

ある。長さ 20m位に達するものもある。

9. Kelp Stem (Nerωcystis lukeana) Nereocystisの茎の未端部(浮袋をふ

くむ)約40cm位をガラス箱に入れ，シトロン液漬にし食用にされるもので，

次の如く説明している。

Stem ends of the giant kelp of the Pacific Coast as collected for 

food. 1t is sometim.es converted into a species of citron-like conserve. 

文新鮮な stipeから砂糖づけをつくる。

10. Kelp oil Bottle (Nereocystis lukeana)インディアンが Nereocystisの

浮袋のついた茎の未端部を，オイルの貯蔵器文はランプとして利用する乙と
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学会銭事 1侃

で次の如き説明を附している。

The Stem end of a giant kelp. It is hollow and is said to be used 

by the natives of British Columbia and Vancouver as a container for oil. 

との他 Ner・'eocystisの長い茎は，アルコール飲料を蒸溜するとき“worm

condenser"として使い， アラスカのインディアンやエスキーモは Nereo-

cystisから“hoochenoo"と呼ぶ醸造物を作ると報告されている。更にイン

ディアンは海謄(ウニ)を捕える時，餌をつけるために使い，浮きや中空の部

分は，ボ戸トから水をサイフォンとして吸わせる時に使う等，興味ある用途

がある由である。(三重県立大学水産学部)

学 ..d. 
;Z:J> 録

会員移動

事

(昭和38年4月1日より昭和38年8月15日まで)

新入会 (10名)

昭和38年8月15日現在会員数399名

住所変更 (13名)
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